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　古屋　蘭々　
わたしは、おこめが大すきです。おこめは、わたしに力をくれます。たきたてのごはんや、おにぎり、チャーハン、カレー、ふりかけごはん、パエリヤ、ピラフ、おすし。わたしが大すきなごはんには、おこめがたくさんつかわれています。
わたしのおとうさんのおじいちゃんは、おこめを、つくっています。五月に田んぼのじゅんびをはじめて、田うえをしています。田うえをすることだけじゃなく、水のかんりをこまめにしているそうです。九月にいねかりをして、ちょうどわたしのたんじょう日くらいになると、わたしのおうちに、おこめがとどきます。しゅうかくしたばかりのおこめはしんまいと言うそうです。ひいおじいちゃんのしんまいは、とてもつやつやであまみがあってとてもおいしいです。あっというまに十キロのおこめがなくなってしまいます。
でも、ひいおじいちゃんは一人で田んぼをしているのがたいへんで｢今年でさいごだよ。｣と言っていました。おじいちゃんの田んぼのまわりの人もやめているそうです。
おこめをつくるのには、一年かかります。ふだんあたりまえにたべているおこめは、こんなにも、つくるのが大へんで、じ間がかかっているのを知りました。だから、おこめには一つぶ一つぶに、パワーがたくさんつまっているんだなと思いました。
　ひいおじいちゃんのおこめをこれからも、たべたいです。そのために、わたしのおとうさんや、いとこといっしょに田んぼを手つだってあげたいです。
　そして、まい日たべるおこめにかんしゃをして、かぞくでごはんをたのしくたべたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

